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➔研究データへのDOI登録実務者や本テーマに関心を持ったRDUF会員等



研究データへのDOI登録促進小委員会

背景

日本のDOI（デジタルオブジェクト識別子）登録
機関であるジャパンリンクセンター（JaLC）は、
2014～2015年に｢研究データへのDOI登録実験プ
ロジェクト｣を実施、「研究データへのDOI登録ガ
イドライン」を取りまとめた。当時、研究データ
へのDOI登録に関しては、世界的にも様々な課題
の検討が進められている段階であり、日本におい
てはほとんど知見がなかった。

それから8年、オープンサイエンス環境は大きく変
わり、データマネジメントプラン（DMP）対応や
データ引用など、研究成果での活用において、研
究データへのDOI登録の重要性が高まり、国内で
も研究データへのDOI登録が増えつつある。
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[JaLCによる集計]

「研究データへのDOI登録ガイドライン」(2015)

https://doi.org/10.11502/rd_guideline_ja



研究データへのDOI登録促進小委員会 4

データDOIの多様なポテンシャル
データ提供者（研究者・リポジトリ運用者・研究機関・ファンディング機関）
データ利用者（研究コミュニティ・ビジネスセクター・市民科学）
オープンサイエンス推進（政策担当・情報学・科学計量学）

研究データDOIは多角的にオープンサイエンスを後押しするポテンシャルを持つ

評価する/される

RDUF リサーチデータサイテーション小委員会(2019） DOI: 10.11502/rduf_rdc_doileaflet

異なるセクター（産官学）

データ提供/利用

異なる分野
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活動内容
目的

本小委員会では、各分野、期間における研究データへのDOI登録に関する運用経験、現状の課題等を調査・議論し、「研究データへの

DOI登録ガイドライン」の改訂を検討する。そのほか、検討・調査結果等をとりまとめ、研究データへのDOI登録促進を目指す。

活動実績

・小委員会ミーティング（月１回 1.5-2時間）

・成果物執筆担当ごとの打ち合わせ

・関連資料をBOX共通フォルダで管理し共同作業

・JOSS2022セッション（JDARNと共催）
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計14回開催（オンライン13回＋対面１回）

個別の事例・話題共有

• 核融合研データへのDOI付与

• JaLCにおけるDOI登録のコスト

• JaLC対話・共創の場（2021年12月）内容共有
「新日本古典籍総合データベースにおける古典籍画像（国文学研究資料館）
「社会調査データへの DOI 登録事例」（東大社会科学研究所）
「温室効果ガス世界資料センター（WDCGG）
生命科学データ（JST NBDC）

• 環境研におけるDOI登録事例

• JAXAにおけるDOI利用の状況
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成果物（予定）

• 「研究データへのDOI登録ガイドライン」改訂版

• 研究データへのDOI登録促進に向けた提言

スケジュール

2021年 11月 小委員会設立

章立て・内容を見直し

2022年   4月   執筆分担

6月 JOSSで公開議論

7月～ 執筆開始・議論

10月 延長申請→企画委員会より承認

             （～2023年4月）

2023年  4月    初の対面ミーテイング！（総仕上げ）

 年度内 成果物公開

プロジェクト成果物
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オンライン会議の様子
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ガイドライン改訂

改訂に向けた小委員会での意見

• JaLCの他マニュアルとの関係定義

• 対象読者
➢ 前提知識のレベルの想定が必要
➢ 組織内で決裁権者への説明用／実務者向け

• 目的
➢ 研究データへのDOI登録目的が、現状曖昧なのではないか。

• 含めるべき内容
➢ ニーズと解の類型化、事例提供
➢ ポリシー策定レベルから実際のDOI登録・運用に至るまでの手順
➢ 充実した事例集 →しかしどうやって事例を集める？
➢ 「粒度」など現状固定解がないことも入れる
➢ 人間向け・機械向け利用を分けるか？

• ビジュアルも改善したい

➢ 冊子やPDFではなく、HTMLやマークダウン？
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https://doi.org/10.11502/rd_guideline_ja

現行ガイドライン

対応

未対応

未対応

対応

一部
対応

対応

対応

想定読者対応表
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ガイドライン改訂

8

https://doi.org/10.11502/rd_guideline_ja

現行ガイドライン

改訂ガイドライン

方針

目的・利用方法

粒度

メタデータ

事例（件数増）

注. ページ数は
変更されます。

手順
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データDOIへの関心
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まとめ

• DOIの活用はこれまで論文中心だったが、近年、研究
データへの登録も増えてきた。オープンサイエンス対応
での活用も含めて、ニーズおよび関心が高まっている。

• 小委員会では、計14回の会合で、研究データへのDOI登
録のノウハウや課題を共有し、JOSS2022でもJDARNと
セッションを共催し、事例紹介やオープンディスカッ
ションを行った。

• 関心はあるがまだDOI登録を開始していない委員から
ニーズをヒアリングするなどして、ガイドラインの改定
を実施した。年度内に公開予定である。 

• 登録のワークフローや判断、目的には分野による違いも
大きく、ガイドラインでカバーし切れない課題も残った。
実務者間で質問しあえる環境は大切。DOI登録で終わら
ず、データ利活用を促進する仕組みについても議論・取
り組みを続ける必要がある。
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核融合研究所 中西委員

2023年8月より実験データへ
のDOI登録を本格化

→10月末に100万件を超える
DOIを登録

https://japanlinkcenter.org/top/doc/SummaryofDOIDeposits.pdf

…
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